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  ２．委員長挨拶 

  ３．協議事項 

   ⑴タブレット端末使用基準の検討について 

   ⑵その他 

  ４．その他 

  ５．閉 会 
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開議 午前  時  分 

 

◎挨拶 

○吉成委員長 では、皆さん、おはようございます。 

  いつもの議運から見ると１時間早い開催となり

ますが、大変お忙しい中お集まりをいただきまし

てありがとうございます。 

  10時からは、我々議員主催によるまた内部のほ

うの研修になりますが、条例そして財政の研修会

も入っていますので、午後からまた全協と、そし

て第10回目を迎える議会報告会等も夜入っていま

すので、本当にきょうは盛りだくさんの一日さま

ざまな催しが入っているわけですが、きょう、皆

さん、下野新聞ごらんになったと思うんですけれ

ども、１面には我々議員の報酬について、そして

３面に関しては議会で取り扱うさまざまな条例の

改正であったり、予算であったりありますが、そ

ういった中で議員提案のもの、そして否決をされ

た数と、そういったものが、それぞれ県内の議会

の様子が載っておりました。きょう、報告会です

ので、それに対する市民のご意見等もあるかもし

れませんが、それらについては、我々、自信を持

ってそれぞれ臨んでいきたいと思います。議会改

革度20位ですから、よろしくお願いしたいと思い

ます。 

  本日は今後のタブレット導入に関する使用基準

ということがメーンでありますので、そこら辺に

ついて皆さんの慎重なご審議をいただいて、この

会議進めたいと思いますので、よろしくお願いし

ます。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎協議事項 

○吉成委員長 それでは、早速３の協議事項に入っ

てまいります。 

  ⑴タブレット端末使用基準の検討について、皆

様のお手元に資料が使用基準の体系ということで、

それぞれ１条から14条まであります。これらにつ

いて詳細にまとめていただいた事務局、関根係長

のほうから説明をよろしくお願いします。 

  係長。 

○関根議事調査係長 それでは、ご説明させていた

だきます。 

  ご説明の前に今後の予定等をあらかじめ申し上

げますと、本日、使用基準案をお示しいたしまし

て、次に定例の議運が22日に予定されております

ので、そこで本格的な協議という位置づけとして

は設けてございません。その後、12月７日にこの

使用基準を決定する、そんな段取りで考えてござ

いますので、よろしくお願いいたします。 

  それから、これからご説明申し上げます使用基

準に関しましては、タブレット端末を取り扱うに

当たっての基本的な事項を定めるというふうな位

置づけで考えてございます。基本的な位置づけの

考え方を示すというのはどういうことかというと、

恐らくこのタブレット端末を使用している中で、

いろんな事細かな迷いというんですか、これはど

ういうふうにしたらいいんだろうとか、例えばＵ

ＳＢは差していいのかとか、いろんな外部端末を

抜き差ししていいのかとか、さまざまなお話が出

てくることが想定されます。 

  先ほども申し上げたとおり、今回の使用基準に

関しては、まず基本的なことを定める。この使用

基準の中で、これからご説明しますけれども、そ

の他は議長が定めるというふうな委任条項を設け

ております。それなので、タブレット使用基準の

ほうを原則としながらも、細かいことは議長に委

任する条項を設けた上で、さらに、この使用基準

とは別にＱアンドＡ等で細かい取り扱いについて
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皆さんにお知らせするという、その３段構えでの

対応を考えている中での使用基準でございますの

で、実情を踏まえた中でお話をお聞きいただけれ

ばと思ってございます。 

  それでは、説明のほうをさせていただきます。 

  １ページ目にありますとおり、タブレットの使

用基準についての体系を書いたものでございます。

目的から定義、貸与から取り扱い等々を書いてご

ざいますので、これについてはちょっと中身の中

で説明させていただきたいと思ってございます。 

  それでは、１ページおめくりいただきまして、

初めに、２ページ目の具体的な内容からお話し申

し上げます。 

  今回の資料につきましては、今後、条例ですと

か規則のようないわゆる例規に準じた形での使用

基準に後々していきますが、現段階でそれをやっ

てしまうと、その条文自体に対する質疑というん

ですか、こういうふうにやるべきだというふうな

話で、本来の目的と技術的な話とが入り交じる可

能性があるので、今回は条文だけにしないで、あ

くまで内容を通常の文章で書き起こして、皆さん

の合意を得られました後に条例的ないわゆる条文

の書き方に直す、そんな順番で進めていければと

思ってございます。 

  それでは、早速説明に入ります。 

  まず、目的、第１条、タブレット端末の使用に

ついて必要な事項を定めることを目的とする。当

然にこの使用基準の目的をまず書いてございます。 

  ２番目に、第２条ということで定義になってご

ざいます。①にありますとおり、会議等々、使用

者と２つのことを定義してございます。会議、等

につきましては、案にありますとおり、本会議、

常任委員会、特別委員会等々、現に規定のあるも

の。それから色をかえて別表という形で追加とお

り、こちらにある会議、それから、その他議長の

認める会議ということで考えてございます。 

  下の注にありますとおり、①その他議長が定め

る会議については、協議会や班会議を想定してお

りますので、議会が開くすべからくの会議につい

て、この会議等の範囲に触れることを目的とした

一文でございます。 

  次に、②の使用者でございます。使用者につき

ましては、市議会議員、それから議会事務局、そ

れと、次に議長が許可した者というのを加えてご

ざいます。 

  あとイは言うまでもございませんが、イにつき

ましては、市執行部職員を考えてございます。な

ぜそれを考えるかといいますと、これも下の矢印

にありますとおり、議案提出を担当している総務

課職員ですとか、防災担当をしている職員、それ

から情報担当のシティプロモーション課なんかが

メンテナンスの関係でさわることがあろうかと思

われますので、この一文を設けてございます。 

  最初に申し上げた議長に委任する条項が入って

いますよというふうな一つがここになってござい

ます。それなので、ここに書いてある議案提出担

当、防災担当、シティプロモーション課以外にも、

これはちょっとさわってもらわないと困るよねと

いうものがあれば、議長が定めた中でそこに取り

扱いを許すというふうなことで考えていきたいと

思ってございます。 

  次に、第３条でタブレット端末の貸与というこ

とでございます。①番で、これも前回、前々回で

したか、タブレット端末を入れる目的を定めてご

ざいますので、その目的を書いてございます。会

議と、それから議会の活性化のためにタブレット

端末を貸与しますよというのが１番でございます。 

  ②としまして、議員及び事務局用に貸与します

よということでございます。あくまで貸与という

ところがこの後の業務のポイントになってくるか
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と思いますので、ご承知おきいただければと思っ

てございます。 

  ３番につきましては、貸与されたものであるた

め、他人への貸与や譲渡は禁止ですよ。 

  ４番につきましては、議員等でなくなったとき

には、速やかのタブレット端末を返却してくださ

いね。 

  ５番も一つのポイントになりますが、返却する

に当たっては、使用者が記録、保存、入力等した

データを削除してくださいねというふうな形にし

ございます。つまりは返却に当たっては初期状態

に現状復帰をしてから戻すことでいかがかという

ふうなことでございます。だだし、技術的にどう

いうふうにやるのかとか、自分でやれるのか、そ

れから事務局に任せるのかとか、細かい技術的な

部分は今後詰める必要がありますが、貸与された

ものを踏まえると、現状復帰して戻すというのが

一つの考え方ではないかということで、このよう

な一文を入れてございます。 

  次に、第４条でございます。タブレット端末の

取り扱いということで、貸与に当たっての基本的

な取り扱いの考え方を規定してございます。タブ

レット端末の目的である情報伝達の即時化ですと

か、災害時の緊急情報伝達を原則として考えてお

りますので、②にありますとおり、議員は庁外に

おいても可能な限りタブレット端末を携帯するこ

とという一文を入れてございます。 

  なお、ここにつきましても、あらかじめ正副委

員長と打ち合わせをする中で、例えば海外旅行を

する場合、どういうふうに扱うのかな。今申し上

げた海外旅行は議員の視察とかではなくて、純粋

なる自分の旅行として海外旅行に行くときには持

っていくのか。今回のタブレット端末に関しては、

災害時の安否確認というのをタブレットでやりま

すよと言っていますので、基本的に常時携帯はし

ているんですが、国外に行ったときにローミング

サービスというのか、料金の関係も含めていろい

ろ技術的な課題があると思うので、そこら辺は先

ほど申し上げたとおり、議長に委任した中でなの

か、ＱアンドＡでなのか、今後、技術的なことも

含めて詰めていくというふうなことでございます。 

  ③として、破損、紛失したときには議長に届け

出るということで、破損、紛失したときに必要と

なる手続を規定したという③でございます。 

  次に、第５条、会議以外のタブレット端末の使

用範囲を定めております。原則的な使用範囲は、

３条に出てきましたタブレット端末の貸与という

ふうなところで、会議であったり、調査研究であ

ったり、情報伝達の効率化を図るとしていますの

で、それはもともと認められていると。それ以外

の部分でどこまで使えるのかというのを定めたの

が第５条の意図でございます。 

  ⑴としまして、市民への啓発活動における資料

閲覧、行政視察活動における資料閲覧も考えてご

ざいます。２番として、情報収集で、検索サイト

から情報を閲覧すること。それと、３番の情報伝

達として、議員相互及び議会事務局との連絡調整、

それから、先ほど申し上げた災害時の緊急伝達な

んかを考えてございます。 

  その他議長が認めるものという委任事項がここ

にも出てまいりまして、現在考えていますのは、

情報伝達でアに載せたのは議員相互と議会事務局

の職員ですが、それ以外に、災害時となれば市職

員ともやりとりすることもあるだろうと。そのほ

かの場合を具体的に挙げていませんが、緊急時に

執行部と議員がやりとりする場面ももしかしたら

あるのかもしれないというふうな想定のもと、そ

の他議長が定めるものという委任事項を設けた次

第でございます。 

  次に、４ページ、第６条に関しましては、使用
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制限ということで、会議等を主に今回タブレット

の導入目的とはしていますが、その中身の目的外

使用は、それは制限ですよというような一文でご

ざいます。 

  次に、禁止事項、第７条でございます。 

  １番が、タブレット端末の改造、交換。それと

②番が、個人情報、市議会及び市の未公開情報の

開示、３番、会議等の録音、録画、４番、音声操

作音等の支障となる迷惑行為、その他議長が定め

た行為というところが具体的な禁止行為の内容で

ございます。このあたりにつきましては、現在も

スマホ等の情報端末を議場に持ち込める規則にな

るかと思いますが、それとの整合を図っている次

第でございます。 

  なお、６番、７番につきましては、それらの禁

止行為に抵触する行為があった場合には、会議の

長が注意しますよ、注意を聞かない場合は停止を

命じることができることを制度上は設けてござい

ます。ただし、こちらも正副委員長とお話しにな

ったときにですが、実際にそうなった場合は、議

案である資料を見られないことになりますので、

その取り扱いは当然に慎重に行うことになるでし

ょうし、皆さんにお諮りするという手続は必要に

なるのかもしれません。ただ制度としては当然に、

会議の円滑な進行を妨げる行為があれば、そうい

った制度を準備しておくというふうなことで設け

た条文でございます。 

  次に、第８条、遵守事項ということで、タブレ

ット端末を使用するために遵守すべき、十分に注

意すべき基本的事項を規定したものでございます。 

  １番は、責任を持って情報の受発信をすること。

さまざまな情報発信の誤りが新聞等に出ることも

ございますので、そういったことを想定してござ

います。 

  それと、データ取り扱い上の誤操作、データの

破壊、紛失等の防止もうたってございます。サイ

トで取り扱うデータは基本的にＰＤＦデータにな

るので、後からの誤操作というか、ワード、エク

セルみたいに間違ってエンターキーを押しちゃう

とか、間違ってバックスペースキーを押しちゃう

とかでデータがなくなることは基本ないとは思い

ます。皆様のほうでやりとりするファイル等もあ

るでしょうし、そういったことの取り扱いにおい

ては十分ご注意くださいというふうな遵守事項で

ございます。 

  それと、③番としまして、個人情報漏えい等が

あった場合には、まず情報を把握し、報告をしと

いうような手続を定めるとともに、必要措置をと

ってくださいねというふうな条文を一文入れてご

ざいます。 

  次に、５ページ、第９条、アプリケーションソ

フトについてでございます。 

  アプリケーションソフトにつきましては、今回

タブレット端末そのものは市からの貸与だよとい

うふうな中で、どの端末にどのアプリケーション

が入っているかというふうなところは把握してお

く必要があるだろうというふうな認識のもと、こ

の一文を書いてございます。 

  ①番につきましては、アプリケーションの追加

は議長に申請して行うこと、つまり無断では行わ

ないでくださいというふうなことでございます。 

  ②につきましては、その追加の可否につきまし

ては、申請を受け付けた議長が、この議会運営委

員会へ諮問をして決定しますというふうなことに

してございます。 

  今、申し上げたアプリケーションソフトの取り

扱いに関しては、このアプリケーションソフトを

入れたことによって、何らかのふぐあいが、つな

がっている皆さんの端末に影響を及ぼすというこ

とがないようにということで、申請していただい
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てからダウンロード、アプリの追加をしていただ

くことにしてございます。ただし、④番にありま

すとおり、アプリケーションソフトにつきまして

は、会議や議員活動に必要なものに限定されるよ

というふうなことを書いてございます。 

  なお、一度、議長が許可したものにつきまして

は、後からは、申請さえすれば議運に図ることな

く即時オーケーが出るというふうな取り扱いで考

えております。 

  最後に、５番として、アプリケーションソフト

の追加は自己責任で行いますよというような一文

を入れてございます。 

  その場合を見ると、議長に申請して、なおかつ

議運で審査してもらって、それで受け入られたも

のに、なおかつ自己責任なのかというような議論

もあるでしょうが、議運での審査というのは、基

本的にこの④番、そのアプリケーションが議会活

動に資するものなのか、議員活動に資するものな

のかという主な目的性を審査することが中心にな

ってくるのかなというふうに思ってございます。 

  また、我々も含めて技術的な専門家集団でもあ

りませんので、そのアプリケーションがどのよう

な影響を及ぼす可能性があるのか技術的に詳細に

把握することはできませんので、万が一そのアプ

リケーションでふぐあいが生じたときには、それ

はあくまで事故責任ですよという責任のあり方を

ここで明確化したものでございます。 

  次に、第10条のセキュリティー対策でございま

す。 

  セキュリティー対策に関しましては、これも貸

与機器でありますので、市のほうでこういうふう

な対応をとってくださいというような場合には、

積極的に誠実に対応しますよというふうな形の姿

勢を書いてございます。 

  11条につきましては、通知及び届け出というこ

とで、現在、紙で行っています通知等について、

原則タブレット化しますよというふうな基本的な

考え方を書いております。ただし、制度的に、今、

具体的にこれとは言えませんが、例えば赤い判こ

を議長さんの名前でついて皆様に送るというよう

なことが制度上明示されているものにつきまして

は、電子でやるわけにはいきませんので、例外的

に、紙の文書を使うこともありますというふうな

例外規定もございます。 

  最後のページ、６ページのほうです。 

  事故等があった場合の責任と賠償の義務、12条

ということで、タブレット端末の盗難、紛失によ

る個人情報の漏えい等の事故の責任は、当該使用

者が誠実に対応します。また、故意や重過失でタ

ブレット端末を破損、紛失した場合は、当該使用

者が修理等経費を負担しますということでござい

ます。①番は、そのまま、個人情報の漏えい等、

事故の責任は当事者ですよ。 

  それと、②番につきまして少し申し上げますと、

タブレット端末は市の所有物で、我々も含めて議

会事務局に貸与されているというような位置づけ

になりますので、故障等が発生すれば原則として

所有者である市、具体的に言うと事務局のほうで

公費で修理等の対応を行う考えでおります。ただ、

例外としまして、故意や重過失による破損・紛失

があれば、それは当事者が修理等の経費を事故負

担していただくというふうな例外規定を設けたも

のでございます。 

  これにつきましても、これはある程度わかるか

もしれませんが、どこからが重過失なのか、どこ

からが公費でどこからが私費なのか、そこら辺の

取り扱いに関しましても、今後ＱアンドＡとか事

例を提示した上でご説明できるような形をとって

いきたいな、そんなふうに考えてございます。 

  その他、13条、タブレット端末会議システム、
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会議のシステムの使用等に関する諸問題は、この

議会運営委員会が協議の場となりますよというふ

うな協議の場の位置づけを書いてございます。 

  最後に、委任条項として、14条に、基準に定め

るもののほか、必要な事項は議長が別に定めると

いうようなことにしてございます。 

  なお、議長が定めれば、当然に議員の皆様に何

らかの方法で速やかに周知するというふうな考え

でございます。 

  大変雑駁な説明ですが、基準について基本的な

考え方を置いたところに、とりまとめたものでご

ざいます。 

  以上です。 

○吉成委員長 ありがとうございました。 

  今、使用基準の関係ということで１条から14条

まで説明をいただきました。係長説明のとおり使

用基準については、ここでこのように記載をされ

ていますけれども、これだけで全てが網羅される

ということはあり得ませんので、そのほかに幾つ

か出てきていますが、議長が定める項目もありま

すし、それから、先ほど、これは皆様にお諮りし

たいとはこの後思いますけれども、事例でわかり

やすくしていくのか、その際にはＱアンドＡ方式

のほうがわかりやすいんじゃないかという気はす

るんですが、そういった形で示していって、より

この使用基準がわかりやすくするようなものに最

終的にはしていきたいなと思います。 

  それでは、ただいま係長から説明をいただいた

中で疑念とか意見とかもしございましたら、お願

いをいたします。 

  きょう、示してすぐですから、この後また皆さ

んには目を通していただいて、次回は先ほど説明

もあったとおり22日に開催をいたしますので、そ

こが本格的な協議の場にしてまいりたいと思いま

す。12月７日にこの使用基準をこの議運の中で決

めさせていただいて、その後、全協等でお示しを

していくという流れをとりたいと思いますので、

その点も加味しながらお願いしたいと思います。 

  じゃ、副委員長。 

○相馬副委員長 すみません。先ほど議長へ委任と

いう条項があったと思うんですが、議長に付され

たものについて議運に図るというふうに明記され

ているのは、第９条のアプリケーションの追加と

いうところに議長が議運のほうに諮問して決定す

るというようになっておりますが、そのほかの議

長への委任事項についても、そういうふうに議長

さんに求めれば全て議運に諮って決定するという

ふうに認識をしていたんですが、この第９条だけ

こういうふうに諮問するというように規定されて

いるということについては、ほかのものは議運に

諮るか諮らないかという規定は入れなくても大丈

夫だろうというふうに認識をする、きのうの時点

では全部議運に諮るという認識でいたんですが。 

○吉成委員長 係長。 

○関根議事調査係長 実際上の運用としては、当然

に議会の代表である議長が定めるわけなんですが、

議長が突然これをこうしようということには基本

的にならないんだと思うんです。実際上は、議運

の場でこういうふうなことをしたらどうだいとい

うふうな話が出て、それについて制度上委任を受

けて定めるのは議長さんですが、議長さんがこの

場の議論を無視して適当に何かを指示するんでは

なくて、大きな想定としては、ここの場で出たこ

とを議長にお話をして、議長が制度上対応を決め

る、そんな形で考えてございますので、諮問とい

う直接的な形はとっていませんが、運用としては

この場が発信の場というふうなことで考えている

次第でございます。 

○吉成委員長 今、特に副委員長が気にされている

のは、その前の禁止事項等の第７条。それなんか
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は、当然、議長がという、長がというふうになっ

ていますので、現実的にじゃ使用禁止と、それを

協議の場がないとおかしいわけですから、それは

間違いなく議運の場で協議がされるという理解で

いいということですよね。そういう中での審議に

なります。 

  そのほかにございますか。 

  例えば３条のところの、実際にタブレットを返

却する。貸与ですから、最終的には議員を解任さ

れれば返すという際の⑤になりますけれども、こ

こは本当に技術的なものが関係してきますので、

これらについては、また別途決めるなりしないと

まず無理だと思うんです。ただ、やはり基準の中

で決めておかないといけませんので。そういった

ことが幾つもあるということですね、このほかに

も幾つもあると。基準を決めたからそれが全てじ

ゃないというところを、ぜひご理解していただけ

ればと思います。 

  ほかにございますか。 

  よろしいですか。 

〔「はい」と言う人あり〕 

○吉成委員長 じゃ、今後、22日にまた改めて協議

をさせていただきますので、この件は以上とさせ

ていただきます。 

〔「委員長」と言う人あり〕 

○吉成委員長 はい。 

○関根議事調査係長 すみません、１点、補足させ

ていただきます。 

  前回の資料の中で、先ほど申し上げた、今、委

員長からもありました22日、７日というようなス

ケジュールも出ていますが、その報告の中には費

用負担という一文も入っていたかと思います。現

在、予算編成真っ最中といった中で費用の積算を

してございますので、何とか次回の早い段階で皆

様にお示しできればいいなというように、そのよ

うに考えているところでございますので、一応、

ご説明させていただきます。 

○吉成委員長 費用負担に関しては、これは今後ど

ういう最終的に決定を見るかわかりませんが、個

人負担であったり、基本的に他の議会等では政務

活動費から幾らかの支出をする、そういったこと

が念頭にあるということでの費用負担ということ

でよろしいですね。 

○関根議事調査係長 はい。 

○吉成委員長 そのようなことですので、よろしく

お願いいたします。 

  それでは、よろしいですか。 

〔「はい」と言う人あり〕 

○吉成委員長 では、⑵のその他に移りたいと思い

ます。 

  皆さんのお手元に別紙で、今後取り組むべき事

項の整理についてというＡ４の資料があると思い

ます。これは１年強かけて皆さんで協議をして、

最終的に９月に報告書を提出させていただきまし

たが、議会基本条例の検証の結果、幾つもの今後

の改善点等が浮かび上がってきたわけです。その

浮かび上がってきた今後の改善点検討事項につい

て、今後どのように改善を進めていくか、協議を

進めていくかというのを、ある程度、検証内容の

テーマごと、市民に開かれた議会であったり、そ

ういったことを体系分けして一つの指標としてあ

らわしております。 

  これについても関根係長のほうからちょっと説

明をいただければと思います。 

  係長、お願いします。 

○関根議事調査係長 今、委員長からのお話にもあ

りましたとおり、９月の全協で皆さんがお示しし

た最終的に承認を受けた議会の基本条例の検証報

告書、こういったものがあったかと思うんです。

この中で、これも先ほど委員長からありましたと
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おり、議会の体制の強化ですとか、さまざまなグ

ルーピングをした中で、ページの下半分に、緑の

ところで、今後の取り組み検討事項というふうな

ところを議運からの発信として設けてございます。 

  ここに掲げられました検討事項についてすべか

らくこの資料に落とし込みをしまして、これも先

ほども委員長さんからありましたとおり、検証の

段階では市民に開かれた議会とかそういったテー

マでしたけれども、今回はもう少し大きなくくり

で、この前提であるのはどこの検討までやってい

くかというふうなところを念頭にテーマを１から

５までに区分けしまして、１は本会議や委員会活

動に関すること、テーマ２は政策提言に関するこ

と、テーマ３は事務事業評価、検証にかかわるこ

と、テーマ４は公聴広報にかかわること、ページ

をめくりまして、テーマ５はその他にかかわるこ

と、そんなふうに分けてございます。 

  テーマナンバーに戻っていただきまして、項目

の一番左にあるＡ、Ｂ、Ｃにつきましては、単に

順番を示したものでございます。その隣にある１

の⑵といいますのは、先ほど来申し上げいますと

おり、この検証表、作業をまとめた中で、１、市

民に開かれた議会、⑵多様な市民意見の把握とい

うところの１番括弧何番というのをこの頭につけ

てございます。 

  先ほど申し上げましたとおり、５つのグループ

分けをしました中で、それぞれの項目を上げてご

ざいます。というのがまず１番でございます。 

  ２ページをめくっていただきまして、このテー

マ５番までのほか、この検証の中で条例の一部改

正検討とされたものが17条のみだしを広聴広報の

充実にすること。それから、文書質問のあり方を

含め調査検討をすることが掲げられてございます。 

  その他ということで、通年議会の調査研究、検

討というところを掲げてございます。 

  それで、今回、先ほど申し上げたとおり、議運

のほうから提案しました検討事項についてすべか

らくこのペーパーに落としてあるわけですが、当

然にこれだけのボリュームですので、それと議運

が主体となるべきものかというような部分もござ

いますので、最後に破線で四角に囲みましたとお

り、この検討課題を一つは役割分担による整理を

する必要があるだろう。それはどういう意味かと

いいますと、⑴にありますとおり、この議会運営

委員会で検討すべきものなのか、議会運営委員会

以外の場で検討すべきものなのかという役割分担

が一つ。もう一つが、これまでも議運の場で検討

するというものの中でも、⑴今年度中に検討もし

くは着手、着手完了すべきことなのか、来年度中

に着手もしくは着手完了まですべきものなのか、

現在の任期中に検討、着手完了すべきものなのか、

そのような役割と期間の整理をする必要があるだ

ろう。それをするに当たってのたたき台として、

今回このようなペーパーをご準備させていただい

た次第でございます。 

  以上ございます。 

○吉成委員長 ありがとうございました。 

  今、係長から説明をいただいたとおりですが、

今の説明に対して何かございますか。 

  本当にボリュームが非常に多いんですね。この

中には、当然、この議会運営委員会がほかのあら

ゆることをつかさどっている機関ですから、多く

はここで議論されることだとは思いますが、例え

ば公聴広報の部分を見ていただくと、Ｒの議会報

告会テーマの公募制度の検討、こういったことは

やはり議会報告委員会で検討していただくような

多分事項になってくると思いますので、そういう

ふうな区分けも今後必要になってきます。 

  それから、検討事項の整理の２のほうの今度は

取り組み時期による整理ということで今、⑴とあ
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りまして、⑶まで説明をいただいたわけですけれ

ども、この我々の今の構成メンバー、３月いっぱ

いまでというのが期限ですかね。あと、だから４

月いっぱいですね、すみません。４月いっぱいま

でが我々の任期ですので、それまでに決めること。

それから、その後１年以内で検討していただくこ

と。そして、今度はあと２年間、我々任期があり

ますので、その２年間の中で決定をしていただく

こと。それらの体系分けをしなくちゃいけません。

これらもこの場で協議をして決めていきたいと思

うんですが、今すぐぱっと決めるというわけにも

いきませんので、皆さんから、ぜひここは早目に

決めてほしいとか、重要な部分であるといったも

のがあれば事務局のほうに出していただくのが１

点。 

  それから、細かなこの整理については私と副委

員長そして事務局である程度案をつくり上げて、

皆さんにお示しをして、協議をいただくという形

を今後とってまいりたいと思うんですが、それら

の取り扱いでよろしいですか。 

〔「はい」と言う人あり〕 

○吉成委員長 じゃ、そのような取り扱いとさせて

いただきます。 

  それから、もう一点触れておきたいのは、２の

その他ということで、通年議会の調査研究及び検

討ということで、この通年議会に関しましては君

島議長のほうからご指示があって、今後検討しま

しょうということで、本来であればもう少し早い

段階で調査研究、検討に入りたかったのですが、

なかなかそういうわけにもいかないという事情が

ございますので、これらについては最優先で今後

進めていく事項であることは間違いございません。

ただし、簡単にすぐぽっと執行部抜きで、導入で

きる問題ではございませんので、これらについて

もある程度のスケジュールだけはこちらで検討さ

せていただいて、お示しができればなと思います

ので、その点もよろしくお願いいたします。 

  皆さんから、その他ございますか。 

  よろしいですか。 

〔発言する者なし〕 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎その他 

○吉成委員長 それでは、大きな４のその他で、き

ょうの協議以外のことで何かございましたら、お

願いいたします。 

  よろしいですか。 

〔「はい」と言う人あり〕 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎閉会の宣告 

○吉成委員長 それでは、以上をもちまして本日の

議会運営委員会を終了とさせていただきます。 

  この後、研修会ありますので、よろしくお願い

します。 

  大変ご苦労さまでした。 

 

閉会 午前 ９時３８分 

 

 


